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芭
蕉

の
杜
甫
受
容
小
論

「
杜
子

が
し

ゃ
れ
」
を

手

が

か
り

に
　

石

川

入

朗

『
田
合

之

句
合

』

の
嵐

雪

の
序

に
、
次

の
よ
う

な

一
節

が
あ

る

こ
と

は

周

知

の
事

実

で
あ

る

。

桃
翁

、

栩

々
斎

に

ゐ
ま
し

て
、
為

に
俳
譜
無

尽

経
を

と
く

。
東

城

が

風
情

、

杜
子

が

し

ゃ
れ
、

山
谷

が
気
色

よ

り
初

て
、
其

躰

幽

に
な

ど

ら

か
也

。

ね
り

ま

の
山

の
花

の
も
と

、
滑

北

の
春

の
霞

を

思

ひ
、
葛

西

の
海

の
月

の
前

、
再

江
東

の
雲

を

見

る
と
。

こ

の
句

合

の
、

「俳

譜

に
詩

を

の

べ
た

」
漢

詩
的

発
想

に
よ

る
新

風

企

図

を
述

べ
た
も

の
で

、

「
桃

翁

」

は
桃
青

翁
、

「
俳

譜
無

尽
経

」

は
、
南

華
真

経

(
荘

子

)

に
な
ら

っ
た
も

の
で
、

そ

の
「
俳
譜

無

尽
経
」
の
中

に

、

い
わ
ば
模

範

と
す

べ
き
三

人

の
詩
人

の
名

が
あ

げ
ら

れ

て

い
る
が

、

こ
の

三

人

は

「
李
神
杜

聖
蘇

新
黄

奇

」
な

ど

と
称

さ
れ

て
、
詩

人

の
代

表

と
目

さ

れ
る

に
十

分
な

人

々

で
あ

る

こ
と
は

い
う
ま

で
も

な
く

、
各

詩
人

に
対

応

し

て
用

い
ら

れ
て

い
る

「
風
情

」

「
し

ゃ
れ

」

「
気
色

」

の
語
も

、

一

応
あ

り

ふ
れ

た
も

の
と
し

て
見

過

ご
す

こ
と

が
で
き

る

か
も

し

れ
な

い
。

し

か
し

、

こ
だ
わ

っ
て

み
れ
ば

、
な

ぜ
、

例
え

ば

『
虚

栗
一
蹟

の
よ
う

に

「
李
杜

」

で
は
な

い
の
か
、

「
し

ゃ
れ

」

は
洒
落

、
洒
脱

さ

の
意

と
し

て
、

李
白

で
な

く
、
杜

甫

と
結

ば
れ

て

い
る

の
は
な

ぜ
か

、
嵐
雪

の
不

注
意

な

杜
撰

さ
や

拙

い
文
飾

の
結

果

の
あ

い
ま

い
さ
な

ど

の
見
方

も
あ

る

か
も

し

れ
な

い
が

、
も
し

そ
う

で
な

い
と
す

れ

ば
、

何

か
尋
常

の
措

辞

と
し

て
見

過

ご
せ
な

い
疑
問

の
余

地
を

含

ん

で

い
る
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

一
般

に
桂

詩

を

評
す

る
場

合

、
そ

の
至

ら
ざ

る
な
き
情

感

や
表

現
方
法

の
豊

か
さ
を

「
其

の
詩

平
淡

簡
易

の
者
有

り

。
綿

麗
精
確

の
者

有

り
。
厳

重

威

武
三

軍
之
帥

の
ご
と
き

者
有

り
。
奮

迅

馳
腺

迂
駕

之
馬

の
ご

と

き
者

有

り
。

淡
泊

閑
静

山
谷

隠
士

の
ご
と
き

者
有

り
。

風
流

醍
籍
貴

介
公

子

の

ご
と
き

者
有

り
。

蓋
し

其

の
諸
緒

密

に
し

て
思
深

く
、
観

る
者

筍
も
能

く

其

の
間
奥

に
瑛

ら
ず

、
未

だ
其

の
妙
虜

を
識

り
易

か
ら
ず

」

(
『
遜

斎
閑

覧

』

、

『
詩

人
玉

屑
』

所
引

)

の
ご

と
く
表

現
す

る

こ
と
も
あ

る

が
、
手

短

か

に
、

ま
た
他

の
唐

代
詩

人

と

の
比

較

で
、
杜
甫

の
待
色

を

い
う

場
合

は
例

え
ば

、

「
開

元

天
宝

の
間

、
則
ち
李

翰
林

之
瓢

逸

、
杜

工
部

之
沈
欝

、

孟
褻
陽

之
清

雅
、

王
右

丞
之

精
緻

…
…
」

(唐

詩
訓

解

)
、

「
子
美

は
太

白

が
瓢

逸
を

為
す
能

は
ず

、

太
白

は
子
美

が
沈

欝
を

為
す
能

は
ず

」

(
貝

原

益
軒

『
初
学

詩
法

』

)
な

ど

「
沈

膨
」

の
語

で
、
あ

る

い
は

「
少
陵

之
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忠

憤
、

太
臼

之
瓢

逸
、
韓

之
豪

放

、
柳

之
簡
淡

」

(
木
下

順
庵

「
書

詩
仙

図

後
」

、

『
恭
靖
先

生
遺
稿

』
所

収

)

の
ご
と
く

、

「
忠
憤

」

の
語

で

な

さ

れ

て

い
る
。
い
ず

れ

に

せ
よ

、
重

厚
を

も

っ
て
称

し

て
、
軽

妙
と

は
評

さ
れ

が
た
く

、

「
桂
子

が

し

ゃ
れ

」
の
語

も
、
何

か

そ
ぐ

わ
な

い
感

じ

を

与

え

る
。

こ

の
よ
う

な
詩

人

と
語

句

の
対
応

、
東

披
-

風
情

、
杜

甫
i

し

ゃ
れ

、

山
谷
ー

気
色

は

、
全

く
任
意

に
選

ば
れ
、

対
応

さ
せ
ら
れ

た
も

の

で
、
ど

の
詩

人
と

ど

の
語

が
対

に
な

っ
て

も

い

い
も

の
で
あ

ろ
う

か
。

そ
う

だ
と

す

れ

ば
、
ま

ず
問

題

は
な

い
。
も

し

、
詩

人

と
語
句

の
対
応

に
意

味

が
あ

る

と
す

れ
ば
、

そ

れ
は

ど
ん
な

も

の

で
あ

ろ
う

か
。

例

え
ば
序

文

の
文
意

か

ら
見

て
、
東

城

・
杜
甫

・
山

谷

の
三
者

の
詩
を
踏

ん

だ
句

が
句
合

の
中

に
あ

っ
て
、
序

文

と
対
応

し

て

い
る
と

い
う

こ
と
が
あ

る

か
と
も
考

え

ら

れ

る
。

そ

の
こ
と

を
検
討

す

る
と

、
山

谷

の
場
合

は
、

第
三

番
の
左

の
句

「
宿

の
梅

椴

い
か
ば

か
り
青

か

っ
し

」
が

、
判

詞

に
も

い
う

よ
う

に
、
山

谷

の
詩

「
上
蘇

子
階

」

の

「
姻
雨

に
青

か

っ
し

が
、
己

に
黄

に
な

ん

ぬ
」

(
『
黄

山
谷

詩
集

』
巻

一
、

『
古

文
真

宝
前

集
』

に
は
、

「
贈
東

披

」

の

題

で
所

収

)
に
よ

る
も

の
で
、
判

詞

に

「
左
は
唐

絵

、
右

は
大
和

絵

、
墨

絵

に
し

ゃ
れ
て

、
色
絵

に
う

る

は
し

」

と

い
う

よ
う

に
、

「
気
色

」

の
語

に
も

ぴ

っ
た
り

と
対
応

す

る
。

ま

た
東
坂

は

、
第

廿
三
番

の
左

の
句

「
詩

人
ゆ

る
せ

松
江

の
河
豚

と

い
は
ん

に
」

が
、

「
前
赤

壁
賦

」

に
よ

っ
ガ、
お

り
、

「
金

沢

の
あ

そ

び
、

た

の
し

い
か

な
」

で
は

じ
ま

る
判

詞
も
、

「
風

情

」

の
語

に
適

わ
し

い
。

と

こ
ろ

が
、
杜

甫

に

つ
,い
て

は
、
句

や
判

詞

の
中

に
は
今

日
ま

で

の
注

釈

で
は
見

出

さ
れ

て

い
な

い
。

序
文

の

「
滑

北

の
春
」

「
江

東

の
雲

」

云

々
は
、
杜

甫

の

「
春

日
懐

李
白

」

に
よ

る

が
、

こ

の
詩

は
、

特

に

「
し

ゃ

れ
」

と
関

わ
る

と

こ
ろ
が
あ

る

と
は
思

え
な

い
。

か
り

に
そ
う
見

ら

れ

て

い
た
に
し

て
も

、
文
脈

上

「
し

ゃ
れ
」

と
関

係

づ
け
る

の
は
不

都
合

で
あ

ろ
う

。

「杜

子

が
し

ゃ
れ
」

は

、
ど

の
よ
う

な
典

拠

に
よ
る

の
で
あ

ろ
う

か
。

二

『
田
合

之

句
合

』

の
刊
行

さ

れ
た

延
宝

八
年

、

こ
の
時
期

の
芭

蕉

及

び

蕉

門

が

『
荘

子
』

に
傾
倒
し

、

『
田
舎

之
句

合

』
の
序

文
も

判

詞
も

、

『

荘

子
』

色

に
満
ち

て

お
り
、

彼
ら

の
読

ん
で

い
た

『
荘
子
』

が

、

『
田
舎

之
句

合

』

の
序
文

中

に
も

、
「
荘
周

が
腹
中

を
呑

で
、
希

逸

が
弁
も

口
に

ふ

た
す

」

と

い
う
よ

う

に
、
林
希

逸

の
注

に
な

る

『
荘

子
藤
斎

口
義

』

(
以

下

『
口
義
』

と
略

称
す

る
)
で

あ
る

こ
と
も

、
周
知

の
事

実

で
あ
る
。

・

と

こ
ろ

で
、

そ

の

『
口
義

』
に

は

、

『
荘

子
』

本
文

の
解
釈

に

、
杜

甫

・
韓

退
之

・
蘇
東

披

・
黄

山
谷

ら
、
唐

宋

の
詩
文

人

の
詩
文
を

引
用

し

て

説

い
て

い
る

と

こ
ろ

が
あ

る
。

『
口
義

』

に
引
用

さ
れ

た
詩
文

人

た
ち

の

側
面

が

、
芭
蕉

や
蕉

門

た
ち

に
と

っ
て

強

い
印
象

を

も

っ
て
眼
を
う

っ

た

で
あ

ろ
う

こ

と
は
想
像

に
難

く
な

い
。

『
田
舎

之
句

合
』
序

の
三
人

の

詩

人

も
、

こ
の

『
口
義
』

の
文
章

に
よ

っ
て

い
る
と

い
う

こ
と

は
考
え

ら

れ

な

い
だ
ろ
う

か
、

以
下

、
こ

の
点

に

つ
い
て
検
討
を

試

み
た

い
。

士
す

、

「東

坂

が
風
情

」

に

つ

い
て

は
、

「
風
情
」

と

い
う
語

が
あ

ま

り

に
あ

り

ふ
れ

た
語

な

の

で
、
そ

の
指
示
す

る
と

こ
ろ
も
漠

然

と
し

た
も

の
に

な
る

が
、
希
逸

の
引
用
す

る
東

岐

の
中

で
ま
ず

、
序

文

の
中

に

、

「

東

披

が

一
生

の
文
字

只
此

よ

り
悟

入
す

」

の

一
節

が
あ

り
、

『
荘
子
』

に

傾
倒

し

て

い
た
芭

蕉
ら

に

と

っ
て
、
東

坂

の
詩

文

は
実
際

に

ど
う

読

ん
だ

か

は
別
と

し
て

、
興
味

の
持

た
れ

る
対
象

で
あ

っ
た

に
ち

が

い
な

い
。
ま
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た
、

「
田

子
方

」
篇

の
註

に
は
、
次

の
よ
う

な

東
披

の
引

用

が
見

ら

れ
、

注

目
す

べ
き
も

の
が
あ

る
。
希

逸

の
註

に
、

東

披

形
二
容

画

竹

一与

二杜

詩

日
二
神

閑
志

定
始

一
掃

一亦
近

二
此
意

一

と
見
え

、
欄

外

の
頭
註

に
、

東

披

題
二
与

可
画

τ
竹

云
与

可
画

レ
竹
時

見

レ
竹
不

レ
見

レ
人
山豆
独

不
レ
見
レ

人

塔

然
遺
二
其
身

一其
身

与

レ
竹
化

無
窮

出
二
清
新

一
荘
周

世
無

レ
有

誰
知
二

此

凝

F
神

王
介

甫
詩

神

閑
意
定

始

一
掃

切
与
二
造
化

日論
二
錨
鉄

一

と
あ

る

と

こ
ろ

で
、

『
荘

子
』

本
文

で
は
、
宋

の
元
君

が
絵
を

画

か
せ
よ

う

と
し

て
、
衆

史

の
中

に

一
人

の

「真

画
者
」

を
見

出
す

と

い
う

条

で
あ

る
。

東
城

の
詩

は

、
竹
を

画

こ
う

と
し

て
そ

の
身
を
遺

忘

し
竹

と
同

化
す

る

凝
神

の
作

用
を

、
荘

子
的

な
も

の
と
し

て

詠
じ

た
も

の
で
あ

る
。

こ
こ

で
、

『
三
冊

子
』

に

「
松

の
事

は

松

に
習

へ
、
竹

の
事

は
竹

に
習

へ
」

と

私
意

を

去
る

こ
と
を
教

え

て

い
る

こ
と

が
想
起

さ

れ
る
。

こ
の
東
坂

の
詩

は
、

「
松

の
事

は
松

に
習

へ
」
云

々
と

い
う

表
現

の
源
流

の

一
つ
と
し

て

す

で

に
あ
げ

ら

れ
て

い
る

が
、
作

品

の
清

新

さ
を

生
む
凝

神

の
作

用
を

い

う

こ
の

『
口
義
』

の
部

分

は
、

「
東
坂

が
風
情

」

の
典
拠

と

し

て
必
ず

し

も

不
適

当

で
は

な

い
で
あ

ろ
う
。

次

に
、

「
杜

子

が
し

ゃ
れ
」

は
、

「
斉
物

論
」

篇
、

「
寓

言
」
篇

に
、

希

逸

が
引

用
す

る
杜
甫

の
古
詩

の

一
句

「
瀟
洒
送

日
月

」
と

の
対
応

が
考

え
ら

れ

る
。

こ
の
対
応

の
意

味

に

つ
い
て
は
、
後

述
す

る
。

「
山
谷

が
気
色

」

は
、

「
斉
物

論

」
冒

頭

の
、
地
籟

を
説

き
叙

し

た
部

分

に
対
す

る
註

と
し

て
、

ハ

レ

ノ
ト
イ
フ
ハ

ル

レ
セ
バ
+
リ

キ
ノ
カ
タ
ト
ーー

ヲ

テ

/

ノ

ヲ

ス
コ
ト
9

詩

是
有

声
画

謂
其

写
二

難
レ
状
之
景

一也

何
曽

見
下
画
二
得
全

声

一
出
1

が
あ

り
、

頭
註

に

、

山
谷

自
賛

云
詩

成
二
無

色
之

画

一画
出
二
無

声
之
詩

一
云
云
本

詩

話

一

と
あ

る
も

の
と

の
対
応

が
考

え
ら

れ

る

。
希

逸

は
、

『
荘
子

』

の

こ
の
部

分

に

つ
い
て
、

「
荘
子

之
文

は
好
庭

極

め

て
多

し

。
此

の
如

き

の

一
段

又

妙
中

之

妙

な
る

、
一
部

の
書

の
中
此

れ
第

一
の
文
字

と
為

す
。
特

に
荘
子

一

部

の
書

の
中

の
み

に
あ

ら
ず

、
古

今

の
作

者

を
合

せ

て
之
を

求

む
る

と
も

亦

此

の

一
段

の
文

字
無

け

ん
」

と
最
上

級

の
褒
辞

を
費

し

て
賞

し

て

い
る

が
、

「
詩

は
是
有

声

の
画
」

云

々
は

、
子
棊

が
子

游

に
風

の
さ

ま
ざ

ま
な

あ
り
方

を
説

い
て
、

「
而

独

こ
の
調
調

た

る
と
勾

勿

た
る

と
を
見

ず

や
」

と

、

風

に
対

し

て
、

「
見
ず

や
」

と

い
っ
た
措
辞

に

つ
い
て
述

べ
ら

れ
た

も

の
で
あ

る
。
希

逸

の
褒
辞

は
、

「
天
地

の
間

、
形
無

く
影

無

き

の
風

聞

く

べ
く
し

て
見

る

べ
か
ら

ざ
る
声

却

っ
て
筆

頭
上

に
就

い
て
画

き
得

出
す

、

南

華
老

仙

に
非
ず

ん
ば
、
安

ん
ぞ
這
般

の
手

段
を

得

ん
。

之
を
読

む

ご
と

に
真

に
人

を
し

て
手
舞

い
足
踏

ん

で
自

ら

已
む

こ
と
を

知

ら
ざ

ら
し

む
」

と
続

く
。

こ

の
よ
う

な

部
分

で
あ

る

か
ら
、
特

に
注

目

し

て
読

ま

れ
た

で
あ

ろ
う

こ
と
は

い
う

ま

で
も

な

か
ろ
う

。
芭
蕉

の

「
歌
仙

の
賛

」

(天

和
年

間
作

)

は

、

こ
の

「
斉

物
論

」

の
部
分

を
利

用
し

た
文
章

で
あ

る
。

頭

註

の

「
詩

は
是
有

声

の
画
」

云

々
は
、
毛
利

貞
斎

の

『
荘

子
庸

斎

口

義
大

成
狸

諺
銑
一
7

(
以
下

、

『
僅

諺

紗
』

と
略

称
す

る
)

に
も

、

「詩

話

」

及
び

「豫

章

外
集

巻
十

六
写
真

自

讃
」
を

出

典
と

し
て
あ

げ

て

い
る
。

「
山
谷

が
気

色
」

の
語

は
、
芭

蕉

が

い

っ
た

に
し

ろ
、
嵐

雪

が
書

い
た

に
し
ろ

、
彼
ら

が
山

谷
詩

の
全

貌
を

把
握

し

て
判
断

し
た
結

果

と

は
思

わ

れ

な

い
。

ご
く

大

づ
か

み
に

い
え
ば

、
叙
景

詩

は
宋
詩

よ

り
唐

詩

の
特

色

の
よ
う

で
あ
り

、

「
気
色

」

の
詩
人

な
ら

ば
、
例

え

ば
王
維

の
方

が
適

わ

し

い
で
あ

ろ
う

。

こ

の
語

に
特
定

の
典
拠

が
あ

る
と
す

れ

ば
、
貞

斎

は

「

詩
話

」

や

「豫

章
外
集

」

を
あ

げ
、

『
口
義

』

の
頭
註

も

こ
れ

ら

に
よ

っ
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て

い
る

ら
し

い
が
、
芭
蕉

ら

の
目

に
触
れ

て

い
る

こ
と

の
確

実

な

『
口
義

』

か
ら

の
知
識

に
よ

る
も

の
と
見

る

の
が
妥

当

か
と
思

わ
れ

る
。
も

ち

ろ
ん

、

こ
の
よ
う

な
知

識

が
す

で
に
常

識
と
し

て
あ

り
、

そ
れ

に
よ

っ
た

と

い

う

こ
と
も
あ

る

か
も
し

れ
な

い
が
。

こ
の
よ
う

に
見

て
く

る
と

、

『
田
舎

之
句
合

』
序

に
見

え
る

「
東

坂
が

風

情
」

以
下

は

、
個

々
に
見

れ
ば

、
人
名

と

単
語

の
結

び

つ
き

の
み
で
、

そ

の
背

景
を

探

っ
て

、
確

定

的
な

典
拠

を
主

張
す

る

こ
と
は
困

難
な
感

じ

で
あ

る
が

、
し

か
し

一
応
、

三
者

と
も

に
希

逸
註

と

の
関

連
を

求

め
得

る

の

で
あ

れ

ば
、

『
田
舎

之
句

合
』

に
見

ら
れ

る

『
荘

子
』

や
林
希

逸

註
と

の
親
密

な
関

係

か
ら
見

て
も

、
ま

た
特

に
、

「
東

披

が
風

情
」

以
下

が

「

俳
譜
無

尽

経
」

の
中

に
用

い
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら
見

て
も

、

『
口
義

』

に
拠

っ
て

い
る
可

能

性

は
大

き

い
の
で
は

な
か

ろ
う

か
。

ま

た
、
内

容

的

に
は
、
東

披

の

「
題

与
可

画
竹
」

に
見

ら
れ

る
私
意

を
去

る
問

題

の
ご

と
き
、

後
年

に

い
た

っ
て
も

強

い
関

心
事

で
あ

っ
た

し
、
「
気

色

」
1

景
気

の
問

題

は
、
貞

享
元

禄
俳
壇

の
大

き
な

問
題

で
あ

っ
た

。

後
述
す

る
杜
甫

の
問

題
を

含

め
て

、
注
意

さ
れ

て
よ

か
ろ
う

。

『
田
舎

之
句

合
』

序

の
、

そ

の
特
色

を

表

わ
す

ら

し

い
語

を
伴

な

っ
た

三
詩

人

の
列
挙

は

、
単

に
恣
意

的
な
有

名
詩

人

の
羅
列

で

は
な
く

、

こ

の

時
期

の
芭

蕉

ら

の

『
荘
子

』
林
希

逸

註

に
影

響

さ
れ

た
問
題
意

識

に
よ

る

選
択

で
あ

り

、
記
述

の
仕

方

で
あ

っ
た

と
思
わ

れ
る
。

三

 

さ

て
、

「
杜

子

が
し

ゃ
れ
」

は

、
さ
き

に
述

べ
た
ご
と

く
、

『
口
義

』

の
「
斉
物

論

」
篇

、

「
寓

言
」
篇

の
希

逸

註

に
引

用

さ
れ

た

「瀟

洒
送
泊

」
げ
の
詩
句

に
よ

っ
て

い
る
と
思

わ
れ

る

が
、

こ

の
詩
句

は
、
古

詩

「
臥
レ

京
赴
奉
先
縣
詠
懐
五
百
字
詩
」
中
の

一
句
で
、
杜
甫
自
ら
の
像
を
詠
じ
た

二

一

二

「

部

分

で
あ

る
。

こ
の
詩
句

が
註

と
し

て
付

さ
れ

た
部
分

は

、

「
斉

物
論

」

の
、
終

り

に

近

い

一
節

で
、
岡

両

と
景

の
問
答

や
夢

に
胡
蝶

に
な
る
条

の
す

ぐ
前

の
部

分

で
あ

る
。

『
荘

子
』

の
本

文

で
は
、

何

謂
三
和

レ
之

以
二
天
侃

一
日
是
不

是

然
不

然
是
若

果

是
也
則

是
之

異
二

乎

不
是

一也
亦

無
レ
弁

然

若
果

然
也

則
然

之
異
二
乎
不

然

弓也

亦

無
レ
弁

化
声

之
相

待
若
二
其
不

P
相
待

和

レ
之
以

二
天
侃

一因

レ
之
以
二
曼

術

で所
二

以

窮
F
年
也
忘

レ
年
忘
レ
義

振
二
於
無

境

一
故
寓
二
諸
無

樟

と
あ

り
、

そ

の

「窮

年

」

に

つ

い
て

の
希

逸

の
註

に
、

窮

レ
年
猶

三
子

美
所

謂
瀟

洒

送
二

日
月

一
也
能

如
レ

此
則

不
三
特

可
二

以

窮
F
年

併

与
二
歳
月

一忘

レ
之

契
非

三
特
忘

二
歳

月

「併

与
レ
義

理
忘
レ

之

契
年
義

既

忘
則

振
二
動

鼓
舞

於
無

物
之

境

一

と
あ

っ
て
、

そ

の
頭

註

に
、

杜
誌
非
レ墨

江
瀕
志
旛

灘
「」送
二日
旦

第
一一

と
見

え

る
。
桂

甫

の
詩

は
、

「窮

年
」

の
境

地
を

表

わ
す
も

の
と
し

て
理

解

さ
れ

て

い
る
。

「
窮
年

」

の
境
地

は
、

さ
ら

に
歳
月

を
忘

れ

、
義

理
を

忘

れ

て
、
無
物

の
境

に
振

動
鼓
舞

す

る

に

い
た

る
。

そ

の

「
窮
年

」

は
、

天
侃

や
曼

衛

に
よ

っ
て
支

え
ら

れ

て

い
る

。
今

、
毛
利

貞
斎

の
『僅

諺

紗
』

に
う

か
が
え

ば
、

「
天
侃

」

は
、

「何

モ
判
断
不
口決

、
療
鞭

ニ
ナ

ル
庭

ヲ
、

何

レ
ヲ
不
い損

、

一
様

ニ
シ
テ
、

物
物
当

然

二
至

ラ

シ

ム
ル
者

ハ
、
誰
何

ヤ

ト

尋
求

ム
ル

ニ
、
造

作

ニ
不

渉

、
安

排

ニ
モ
不
い苦

シ
テ
、

天
然

二
万
方

太

平

ニ
シ
テ
、
物

物
和

合

シ
調

ヘ
テ

、
柳
緑

花
紅

ノ
色

ハ
異

ナ

レ
ド

モ
、
其

傭
繊

進

ヲ
、
迦
万
失
二
、
貴
賎
貧
富
妻

禍
福
二
至
ル
マ
デ
、
疇

触

類

、
其

平

ヲ
得

サ

シ

ム
ル
者

ハ
、
造
化

ニ
超

タ

ル

ハ
ア
ラ
ズ

、
此

ヲ
名

レ
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ケ
テ
、

天

悦
ト

云

フ
」

の
で
あ

り

、

「
曼

術
」

は

、

「
物

我
是

非

ヲ
始
ト

シ
テ
、

万
物

ニ
至

ル

マ
デ

、
不
レ
凝

シ
テ
、
優

游

自
得

ス
ル
」
を

い

い
、

「

千
変

万
化

の
無
窮

順
境

逆
境

二
至

ル

マ
デ

、
我

ヨ
リ
相

手

二
執
結

ブ

コ
ト

ヲ

セ
ザ

ル
」

と

い
う

。
要

す

る

に
、
造

化

に
従

い
、
優

游
自

得
す

る
態

度

を

い
う

の
で
あ

る

が
、

な
お

、
貞
斎

に
よ

る
要
約

を
聞

け

ば
、

彼

我

ヲ
忘

レ
、
是
非

ヲ
讃

テ

、

一
生

ノ
長

キ
、

天
硯

ヲ
用

ヒ
テ

、
万

境

応
機

接
物

、
自

和

合

シ
、
昼

夜

平
生

優
游

自
在

底

二
至

ル
ゾ
ナ

レ

バ
、
百

年

一
生

ノ
歳

月
ヲ

モ
、
無

事

二
窮

尽

シ
、
死

生
寿

天

ヲ

モ
忘

レ
、
義

不
義

ニ
拘

ル

コ
ト

ヲ
忘

レ
テ
、
無

一
物

ノ
境

二
、
自
由

自
在

ニ
振

動

セ

ン
。
如

此

ナ

レ
バ
、

此
身

ハ
、
天

地
造
化

ト

、

一
体

ニ
シ

テ

、
天

地

ノ
徳

ト

、
斉

シ
キ
ガ

故

二
、
有

ニ
モ
不
著

、
無

ニ
モ
不
箸

シ
テ
、
本

来
無

一
物

ノ
寛

二
、

性
命

ヲ
安

ニ
シ
テ

、
天
年

ヲ
終

ン
ト

ナ

リ
。

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

さ

て
、

こ
の
よ
う

な

と

こ
ろ

に
杜
甫

の
詩

が
引

用

さ
れ

て

い
る

こ
と

の

意

義

は
、

ど

の
よ
う

に
と
ら

え
ら

れ
よ

う

か
。

そ

の
詩

「
自

京
赴

奉
先
縣

詠
懐

五
百

字

詩
」

は

、
貞

斎

の

『
狸

諺
紗

』

レ

二

う

二

に

は
、

『杜

詩

千
家

註
』

巻

二

か
ら
引

用

さ
れ

て

い
る
。
よ

っ
て
記

せ

ば
、

杜
陵
有
に姉
蒸

美

ど

藷

∬議
穿
.L鷹

証

些
攣

禦

指

撚
ヲ
成
仁
丁耀

・、白
首
耐
・
契
痢

、
簿

棺
事
測
氾
、
些

滞

凱

レ
諮

、

窮

レ
年

憂

二
黎

元

一
、

嘆

息

腸

内

熱

、

取

二
笑

同

学

翁

一
、

浩
耽
.弥
ζ激
愁

非
蕪

=症

海
志
「
瀟
灘
.送
「
日
月
∵

ム
注
8

貞

斎

の
、

こ
の
詩

に
関
す

る

説
明

は

、

杜

子
美

ガ
詩

ハ
我

レ

ニ
忠
勤

ノ
志
篤

ケ
レ
ド

モ
、
不
知
旭

ガ
故

二
、

不
掬

剰

へ
天
宝

十
四

年
十

一
月

二
、
安

禄
山

ガ
乱
起

リ

テ
、
妻

子

遭

寵

ノ
、
奉
先
児
二
害
ヲ
　
レ
居
ル
竺

作
ル
。
今
ハ
君
モ
鍵

二
悩

サ

レ
玉

ヒ
、
我

モ
流

浪

ノ
身

ナ

レ
バ
古

ノ
稜
契

ノ
功

ニ
モ
不
恥

ト

、
自
負

ス

ル

コ
ト

モ
、
徒

ニ
ナ

レ
バ
、

以
前

二
、
杜

ハ
、

ロ

ニ
バ

力

り
廣

大

ナ

ル

コ
ト

ヲ
吐

テ
言

二
応

ズ

ル
功

モ
ナ

シ
ト

、
識

ヲ
受

タ

レ
ド

モ
、
時
如
庇

ナ

レ
バ
、
志

ヲ
尽

サ

ン
ト

ス

ル

ニ
無

塗

、
今

ヨ
リ

中

国

ヲ
去

テ

、
江
海

ノ
遠
方

ヘ
モ
、
隠

レ

ン
ト

、
思

ヲ
定

ム
レ
バ
諸

事

ヲ
打
忘

レ
テ

、
運

ル
日
月

光
陰

ヲ
、
無

為

無
事

二
過

サ

ン
ト

ノ
意

ナ
リ
。

此

二
借

用
テ

ハ

、
余
事

ヲ
雇

フ

コ
ト

ハ
不

入
、

唯
献
世
事

ヲ
放

下

シ

テ
、
無

事

二
歳
月

ヲ
送

ル

マ
デ

ノ
意

入

二
引

用
タ

リ

と
あ

り
、

さ
ら

に
加
え

て
、

荘

子

ヨ
リ

、
以
後
ナ

レ
ド

モ
、
杜

子

美

ガ
詠

ジ
タ

ル
、
詩

ノ
意

ト

、

一
致
底

二
到
得

ス

ル
人
ゾ

ナ

ラ
バ
、
年

ト

云

ヘ
バ
ト

テ
、
其
「年
数

ノ

ミ

ニ

ハ
不
根

、
四
時

推
移

寒
暑
霜

雪

ノ
変

ニ
モ
、
昼
夜

日
昇

リ

、
月

降

ル
、
晦

明

ノ
異
ナ

ル

ニ
モ
、

心

ハ
不

顛
倒

長

ク
寂
漠

ニ
シ
テ

、
無

二

一

為
ナ

ラ

ン
ト
ナ

リ

と
解

す

る
。

『
荘
子

』

の
理
想
的

境

地
を
杜

詩

の
自

画
像

の
中

に
見

出

し

て

い
る

わ

け

で
、
そ

の

一
致
点

は
、

「
唯
世

事

ヲ
放

下

シ
テ

、
無
事

二
歳

月

ヲ
送

ル
」

と

い
う

、
俗

世

か
ら

の
退
隠

、
隠
棲

へ
の
志
を

示
し

て

い
る

こ
と

で
あ

る

。

そ

れ

は
、
造

化
随

順
、
優

游
自

得

、
年
や

義
理

を
忘

れ

て
、
無
物

の
境
地

に
振
動

鼓
舞

す

る
と

い
う

自
由

の
世

界
を

求

め
る
も

の
で
あ

る
が
、
貞

斎

は
、
無
為

無
事

の
寂

漠

の
境

地
と
し

、
例

え
ば

、
年
を

忘

れ
る

と

い
う

こ

と

に

つ

い
て
、
歳
月

の
意

の
み
な
ら
ず

、

四
時

の
推
移

、
昼
夜

の
変
化

に

も

心
を

顛
倒

さ

せ
な

い
と

い
う

ご
と

き
解
釈

を
加

え

る
。
四
季

の
推
移

や

昼
夜

の
変

化
を

観
照

す

る
寂

漠
無

為

の
境
地

と

は
、
芭

蕉

の
求

め

た
閑
寂
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の
境
地

に
通

じ
る

の

で
は
な

か
ろ
う

か
。

芭
蕉

の
杜
甫

傾

倒

の
契

機

に
、

こ
の
よ
う

な

『
荘
子

』
的

な
も

の

が
介

在

し

て

い
る

こ
と
を

、

「
杜

子

が
し

ゃ
れ
」
ー

「
瀟
洒

送

日
月

」
は
示

し

て

い
は
し
な

い
だ
ろ
う

か
。

も
し

そ
う

だ

と
す

れ
ば

、
時
期

的

に
深
川
隠

棲

の
直
前

の

こ
と
で
あ

る

だ
け

に
、
看

過

で
き

な

い
も

の
が
あ
ろ
う

と
思

わ

れ
る

。

さ

て
、

「
瀟
洒

送

日
月
」

の
詩
句

は
、

『
口
義

』

で
も
う

一
箇
所

、
林

註

の
中

に
引

用
さ

れ

て

い
る
。

「寓

言
」

篇

の

「庖

言

」

に
関

す

る
条

で

、

や

は
り

「
斉
物

論

」

に
お

い
て

と
同
じ

く

、

「窮

年
」

と

い
う

語

に
付

さ

れ

た
も

の
で
、
従

っ
て
内
容

的

に
は

、
さ

き

の
も

の
と
変

わ
り
は

な

い
。

庖

言

と
は

、

「
荘

子
」

本
文

に

は
、

「厄

言

は
凧

に
出

し

て
和
す

る

に
天

侃
を
以

っ
て
す

。
因

っ
て
以

っ
て
曼
術

に
し

て
年

を
窮

む
る
所

以
な

り
」

と

い
う

。
厄

は
洒
危

、
人
皆
飲

ん

で
味

が
あ

る

の
で
后

言

と

い
い
、
日

々
に

出

つ
と
は
件

々
の
中

此
言
有

り

、
和

は
調

和
、

天
侃

は
天

理
な

ど
と

い
う

林

註

に
従

え
ば

、

「
寓

言
」

の
、
虚
構

を

も

っ
て
す

る
表

現
、
重

言

の
、

先

人

の
名
を

も

っ
て
す

る
表

現

に
対

し

て
、

日

々
件

々
の
中

に
出

る
自

然

の
言

で
あ

り
、

天
理

を
も

っ
て
衆
人

の
心

を
調
和

さ

せ

て
、
久
遠

に
自

然

の
理
を

保

つ
も

の
と

考
え

ら
れ

て

い
る
よ
う

で
あ
る

。

「窮

年
」

の
生
活

と

「
庖

言

」

の
表
現

と

は
、
密

接
な

関
係

が
あ

る
も

の
と

し

て
説

か
れ

て

い
る
ポ

し

か
し

、
厄

言

は
寓
言

と

ち
が

っ
て
俳

壇

で
問
題

に
な

っ
た
語
彙

で
も
な

く

、
芭

蕉
ら

の
、
こ
の
語

に
関
す

る
理
解

や
意

見
も

徴
し

得
な

い
。

「危

言

」

と

い
う

表

現

の
思
想

と

芭
蕉

の
方
法

の
関

係

に

つ

い
て

は
、
今

論

ず

べ
き

も

の
を
持

た

な

い
。

以
上

、
杜

甫

の
詩

の

一
句
を

引

用
す

る

『
口
義
』

の
所

説
を

検
討

し

た

が
、

「
杜

子

が
し

ゃ
れ
」

が

「
瀟

洒
送

日
月
」

に
よ
る

こ
と

が
認

め
ら
れ

る

と
す

れ
ば

、
杜

甫

の
隠
棲

の
志

は
、

荘
子

の
思

想
を
背

景

と
し

て
理
解

さ
れ

て

い
た
よ
う

で
あ
り

、
芭
蕉

の
場

合
、

深
川
隠

棲

に

つ
な
が

る
問
題

と
し

て
、
特

に
輿
味

が
持

た
れ

る
よ
う

で
あ

る
。

四

以

上

、

『
田
舎

之
句

合
』

の
嵐

雪

の
序

に
見

え

る

「東

披

が
風
情

、
杜

子

が
し

ゃ
れ

、
山
谷

が
気
色

」

と

『
荘

子
庸

斎

口
義

』

の
林
希

逸

の
註

と

の
対

応
を

検
討

し

た
。

こ
れ
ら

は
、
芭

蕉
や
初

期
蕉

門

の
者

た
ち

が
、
林

希

逸

の
註

に
よ

っ
て

『
荘

子
』

を
読

み

つ

つ
、
ど

の
よ
う

な
点

に
興
味
を

持

ち

、

ど

の
よ
う

に
自
ら

の
内

部

に
と
り

こ

ん
で

い

っ
た

か
、
そ

の
き

わ

め

て
初
期

の
手

が

か
り
を
提

供
す

る
も

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

も

ち
ろ

ん

表

明
さ

れ
た

の

は
片

々
た
る
語
句

に
す

ぎ
ず

、
文
章

に
よ
る
思

想

の
主
張

免

で
は
な

い
。

し
か
し

、

そ
れ
ぞ

れ

の
対

応

が
認
め

ら
れ

る
な

ら
ば

、
そ

の

背
景

に
あ

る
思

想

は
、
当

然
彼

ら
を

と
ら

え
た
も

の
と

考
え

る

こ
と

が
で

き
よ

う
。

読

ま
れ

た
思
想

は
、

現
実
化

さ

れ
る

の
に
、

あ

る

い
は
自

ら

の

思
想

と

し

て
語
る

の

に
は
、
多

か
れ

少
な

か
れ
時
間

を
要

す

る
で
あ

ろ
う

。

私
意

を

去
れ

と

い
う

主
張

や
景

気
の
問

題

は
、
後

年
、

あ

る

い
は
芭
蕉

に

よ

っ
て

説
か

れ
、

ま
た

は
俳
壇

の
大

き
な
関

心
事

と
な

っ
た
も

の
で
あ

っ

た
。

ま

た
、

「
瀟
洒

送

日
月
」

の
隠
棲

の
問

題

は
、
芭

蕉

の

一
生

を

と
ら

え

た
問

題

で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う

。

「
東

坂
が
風

情
」

以
下

「
俳

譜
無

尽

経

」

の
表
現

は
、
思

想

の
言
葉

と
し

て
は

、
書
物

か

ら
得

て
知
識

的
な

、

体

験

に
う

ら

づ
け

ら
れ

な

い
生

硬

さ
が
感

じ
ら

れ
る
。

芭
蕉

や
初

期
蕉

門

の
作

品

に
見

え
る

『
荘
子
』

を
出

典

と
す

る
問
題
箇

所

の
検

討

は
、
廣

田
二
郎

氏

の

『
芭

蕉

の
芸
術
』

に
詳

し

い
。
同
書

に
よ

れ
ば

、
氏

は
、

「
『
桃
青

門

弟
独
吟

廿
歌

仙
』

で
は

、
表

現

の
奇

絶

さ
に
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ひ

か
れ

て

「
荘

子
』

を
読

み
あ

さ

る
傾
向

を
示

し

て

い
た
が
、
『
俳

譜

合
』

に
至

っ
て
は

、
表
現

の
奇

絶

さ
、

お
も
し

ろ

さ
だ
け

で
な

く

、
そ

の
奥

に

あ

る

『
荘

子
』

の
思

想

に
関

心
を
持

ち
、
中

で
も

「
適
遙
遊

」

・

「無

用

の
用
」

の
思

想

に
注

視
す

る
よ
う

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

ま

た
、

「斉

物

論

」

に
よ

っ
て

、

日
常

的
意

識

を
破

り
、

相
対

的
な
も

の
の
見
方

を
超

え

る

こ
と
も

学

び
始

め

て

い
る
。
そ

こ
に
人
生
観

・
世
界
観

の
深

化

が
生
じ

、

俳

譜
観

も

お

の
つ
か

ら
深

化
さ

れ

て
来

て
、
単

な

る
滑
稽

や
奇
絶

を
事

と

せ
ず

、
作
品

の
う

ち

に
思

想
性

を
求

め

、
表
現

に
も
奇

絶

さ
や

お
も

し
ろ

さ
と

と
も

に
詩
美

を
も

求

め
る

よ
う

に
な

っ
て
き

て

い
る
」

と
述

べ
て
、

そ

の

『
荘
子

』

か
ら

の
思

想
性
獲

得

の
端

緒

を
、

こ
の

『
田
舎

之
句

合
』

の
あ

た
り

に
認

め
て

お
ら

れ

る
。
『
荘

子
』

受
容

の
状

況

か
ら

い
っ
て
も
、

「
東
披

が
風

情
」

以
下

に

つ
い
て
、
先

の
よ
う

に
見

る

こ
と
は
許

さ

れ
る

よ
う

で
あ

る
。

五

さ

て
、

深
川
隠

棲
後

の
芭
蕉

に
杜

甫

へ
の
傾
倒

が
顕

著
で

あ

る

こ
と
は

周
知

の
と

お
り

で
あ

る
。
廣

田
二
郎

氏

は
、

「
延
宝
八

年
前

後

の
、
漢

詩

文
調

へ
傾

斜
を

深
め

、
漢

詩
文

を

「
手
本

に
」

思

い
、

『
荘

子
』

を
学

ん

で
、

談
林
寓

言

論
を

超
克

し
よ
う

と
志
向

し

は
じ

め
た
頃

か
ら

、
芭
蕉

は

急

激

に
杜
甫

の
影

響

を
彼

に
個
有

の
か

か
わ
り

方

で
受

け

は
じ

め
る
」

と

述

べ
、
そ

の
杜
甫

受
容

は
、

「杜

甫

に

お
け
る

閑
寂

・
拙

・
貧
を

、
芭

蕉

は
、

日
本

の
伝
統

の
系
譜

の
上

に
立

っ
て
、

「
佗
」

「
佗

ぷ
」

と

い
う

ニ

ュ
ア

ン
ス
に

お

い
て
受

容

し

て

い
る
」

と
さ

れ
た
。

た
と
え

ば
、

天
和

元
年

冬
作

の

「乞

食

の
翁

」
と
呼

ば

れ
る
文

は
、

窓
含

西
嶺

干
秋

雪

門
泊
東

海
万

里
船

我

其
句

を
識

て
、
其

心

ヲ
見
ず

。

そ

の
佗

を

は
か
り

て
、
其

楽

を
し

ら
ず
。

唯
、
老

杜

に
ま

さ
れ

る
物

は
、
独

多
病

の
み
。

閑
素

茅
舎

の

芭

蕉

に
か
く

れ

て
、
自
乞

食

の
翁

と
よ

ぶ
。

櫓

声
波

を
打

て
は
ら

わ
た
氷

る
夜

や
涙

貧

山

の
釜
霜

に
鳴

声
寒

シ

買
泳

氷

に
が
く
偲

鼠

が
咽
を

う

る

ほ
せ
り

歳

暮

暮

ー
て
も

ち
を
木

玉

の
佗

課
哉

と
、

は
じ

め
に
杜
甫

の
絶
句

の
二
句

を

か
か
げ

て
、

三
股

の
ほ

と
り

の
芭

蕉

庵

の
眺
望

と
し

、

「閑

素
茅

舎
」

の

「貧

」

や

「
佗

媒
」

の
生

活
を

観

じ

て

い
る

が
、
注
目

さ

れ
る

の
は

、

「
其
句

を

識

て
、
其
心

ヲ
見

ず
」

と

い
い
、

「
そ

の
佗

を
は

か
り

て
、
其

楽
を

し
ら
ず

」

と

い
う

と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

。

表
現

の
真
意

、

「
佗
」

の
表

現

の
、
そ

の
内
面

の
楽

し

み
が

わ
か

ら

な

い
と

い
う

こ
と
は

、
謙
辞

で
も

あ
ろ
う

が
、
杜
甫

の
境

地

に
な

お
及

び
が

た

い
高

さ
を
認

め

て

い
る
も

の
と
解

さ
れ

る
。
杜

甫

の

「
佗

」

は
、

「
楽

」

を
伴

な

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
認

識

は
、
杜
甫

を
洒

落

の
人

と

見

る

こ
と

と
無
関

係

で
は
な

い
で
あ
ろ
う

。

芭
蕉

は
ま

た

「多

病
」

を

い
う

が
、
そ

の
親

し
ん

だ
杜
律

の
中

に

は
、

「
江
村

」

と

題
す

る
、

清

江

一
曲

抱
レ
村

流

自
去

自
来

堂

上

燕

老

妻

画
レ
紙
為
二
棋

局

多

病
所

レ
須

惟
薬

物

長
夏
江
村
事
事
幽

相
親

相
近

水
中
鴎

テ

ヲ
ソ
ク
ル

ニ

稚
子
敲
レ針
作
二
釣
鈎

微
躯
此
外
復
何

求
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が
あ
り

、

「杜

律
集

解
』

に
は
、

「
燕

の
自

ら
来

去
す

る
は

、
物

の
並

び

育

せ
る
を

見

る
。
鴎

の
相

ひ
親

近
す

る

は
、
.
公

の
機

を
忘

る

る
を
見

る
。

妻
子

嬉
戯

各

々
適
す

る

は
、
公

の
傭

畜
老

安
少
懐

を
見

る

。
尾

聯

は
自

ら

薬

の
外
求

む

る
な
き

を
言

ふ
。

公

の
胸
次

漉
落

に
し

て
、

此

の
江
村

の
幽

意

を

構

ふ
な
%

田

と
説
き

、
多
病

の
中

で
、
胸

次
漉
落

に
し

て
機

を
忘

れ

る

日
月
を

送
る
杜

甫
像

を

示
し

て

い
る
。

「
多
病

」

の
語

は
、
芭

蕉

に
と

っ
て
、
隠
者

的

な
杜
甫

像

に

つ
な

が
る
と

い
う
自

覚

に
お

い
て

は
じ

め
て

用

い
ら

れ
得

た
語

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

「
杜

子

が
し

ゃ
れ

」

は
、
深

川
隠
棲

後

も

、
芭
蕉

に
と

っ
て

一
つ
の
理

想

で
あ

っ
た
。

そ

の
隠
者

的
相

貌

は

、
彼

の
杜

甫

理
解

が
、

さ
き

に
見

た

ご
と
く

「
荘
子

」

の

「斉

物

論
」

な

ど

の
林
希

逸

註
を
介

し

て

い
る

こ
と

が

、
少

な
く

と
も

一
つ
の
契
機

と

な

っ
て

い
る

の
で
は
な

か
ろ
う

か
。

注

-

「早
春
会
藷

泉
公
淳
詩
序
・
(
.恭
靖
先
生
遺
稿
・
巻

一
、続

・
群
書
類
従
詩
文
部
所
収
).

2

寛
永
十
六
年
田
原
仁
左
衛
門
板
に
よ
る
。
訓
読
は
、
稿
者
に
ょ
る
こ
と
、
以
下
同
じ
い
。

3

日
本
詩
話
叢
書
第
三
巻
所
収
。

4

続

々
群
書
類
従
詩
文
部
所
収
。

5

「此
」
は

「荘
子
」
を
指
す
。
な
お
、

「荘
子
庸
斎
口
義
』
の
引
用
は
、
寛
文
三
年
山
屋

治
右
衛
門
板
に
よ

っ
た
。
こ
れ
は
便
宜
的
に
用

い
た
も
の
で
、
特
別
の
理
由
は
な
い
。
同
書

は
、
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
寛
文
五
年
風
月
庄
左
衛
門
板
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

6

小
西
甚

一
氏

「芭
蕉
と
寓
言
説

(二
)
」

(
「日
本
学
士
院
紀
要
」
第

一
八
巻
第
三
号
、

昭
和
三
五
年

一
一
月
)。

7

元
禄
十
六
年
銭
屋
庄
兵
衛
等
刊
。

8

.刻
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
・
巻
二
所
収
の
も

の
は
、

「
ス
ニ

ノ

非
無
江
海
志

レ
ニ

「
」
が
、

「藁

江
漢
志
」
と
な
っ
て
い
る
。

9

同
書
二
七
七

・
八
ペ
ー
ジ
。

10

同
書

「
○
二
ペ
ー
ジ
。

11

「定
本
芭
蕉
大
成
』

に
よ
る
。
文
中

「識
」
は
、
も
と

「職
」
と
あ
る
も
の
、
同
書
に
従

っ
て
正
し
た
。

12

「江
村
」
の
詩
と
と
も
に
、
寛
文
拾
年
丸
屋
庄
三
郎
板
に
よ
る
。

な

お

、

資

料

の

引

用

に
際

し

て

、

旧
字

体

を

現

行

字

体

に

改

め

、

漢

文

の
送

り

仮

名

に

用

い

ら

れ

た

特

殊

な

字

、

例

え

ば

「
は

コ
ト

、

寸

は

ト

キ

な

ど

改

め

た

部

分

が

あ

る

。

ま

た

、

熟

語

、

音

訓

を

表

わ

す

記

号

は

省

略

し

、

句

読

点

を

改

め

た

と

こ

ろ

が

あ

る

。

一8一


